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第１３回大阪市交通バリアフリー基本構想推進協議会への意見 
 

１ ステーションワンへの案内誘導について 

 大阪市役所から公共交通機関（京阪、地下鉄）への最も近いエレベーターが設置されているステーションワン

への案内誘導が不十分であることについて、ワークショップで意見が出されてきました。 

 ステーションワンは交通結節拠点と位置付けられており、検討会でも、改札からの案内誘導、地上からエレベ

ーターが設置されているビルであることの案内について、」関係者と調整のうえ今後検討します」と回答をいた

だいていますが、基本構想変更原案への反映が不十分であると思います。 

基本構想変更原案では、ゲートタワービルへの案内の改善の検討が記載されていますが、ステーションワンの

検討についてはまったく触れられていません。階段を使ったルートには地下鉄も含めた案内表示がされている

のに関わらず、エレベーターを使用したバリアフリールートには地下鉄方面への表示がされていないのは大き

な問題です。交通結節拠点への案内誘導は継続した課題であることを記載していただきたい。 

地上からの案内についても維持更新となっていますが、道路上からステーションワンへの標識が全くないのは

課題であると認識をもち、少なくとも関連事業に位置づけていただきたい。 

 

基本構想変更原案  

P７４ ～ステーションワンのことは触れられていない 

 

 

 

 

 

 

 

P１１０ （２）案内誘導   整備済み扱いで維持更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステーションワン

の入り口 

 

階段への誘導は

京阪、地下鉄の両

方の記載がある

が、エレベーター

入り口には、何も

ない。 

ステーションワン入り口 左写真）階段            右写真）エレベーター入り口 
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＜ワークショップにおける意見と対応表＞ 

P１５５ 淀屋橋ステーションワン 

 

P１５６ 淀屋橋ステーションワン 

 

P１６０ 淀屋橋ステーションワンから市役所 



P１５９ 淀屋橋ステーションワンから市役所 

 

２ インターホンへの点字ブロックでの誘導について 

 ワークショップでの無人駅が拡大しているのに、点字誘導ブロックが引かれていないので、インターホンが探

せないという課題について意見がありました。 

 基本構想変更原案を確認すると、そもそも整備も目標に掲げられていないことがわかりました。 

以下は、京阪大江橋駅の基本構想原案の記述ですが、そもそも、整備の目標に、インターホンに付いて音声案

内しか記載がなく、点字ブロック誘導を掲げていません。 

 インターホンへの点字ブロック誘導の必要性を検討いただき、次期、基本構想ではぜひ、整備目標に掲げてい

ただきたいです。 

 

＜ワークショップにおける意見と対応表＞ 

 

 

基本構想変更原案の記載例（京阪大江橋駅）  

 

 

 


